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監 査 報 告 書

平成１９年５月２４日

学校法人 福 岡 大 学

理事長 末 永 直 行 殿

学校法人 福 岡 大 学

監事 行 正 節 也

監事 岡 徳 博

学校法人福岡大学の平成１８年度（平成１８年４月１日から平成１９年３月３１日ま

で）における業務並びに財産の状況について監査したところを報告する。

（監査の経過及び手続き） 
平成１９年５月１４日（月）から５月１８日（金）までの５日間、私ども両名は補助

者公認会計士吉水 宏、同冨田貴文及び岡事務所の橋本義雄の３名を伴い、福岡大学・

福岡大学病院及び福岡大学筑紫病院に赴き、私立学校法第３７条第３項並びに学校法人

福岡大学寄附行為第１５条に基づき監査を実施した。

なお、収益事業会計については、別途、平成１９年５月１１日（金）福岡大学におい

て監査を行った。

（監査の内容と結果）

私ども両名は、学校法人福岡大学の平成１８年度に係わる理事会その他の重要な会議

に出席したほか、平成１８年度の事業報告や重要な業務の実施状況について関係部署か

ら資料に基づき説明を受け監査を行った。

また、同年度における資金収支計算書・消費収支計算書及び貸借対照表並びに収益事

業会計部門の合併損益計算書及び合併貸借対照表（以下計算書類という）につき監査を

行った。

なお、監査法人からは２回に亘り期中監査の状況について聴取した。

その結果、学校法人福岡大学の業務については法令若しくは寄附行為に違反する重大

な事実のないことを認めた。併せて計算書類は学校法人福岡大学の平成１９年３月３１

日現在の財政状態及び同日をもって終了する会計年度の経営状況を正確に表示してお

り、基本金組入れは妥当であることを認めた。

以 上
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学校法人福岡大学寄附行為第１５条に基づく要望事項

本年度の監査報告については、次の５点について要望したい。

１ 大学全入時代を迎えて

２ 内部監査の活用について

３ 入学志願者と就職率について

４ 財政状況について

５ 福岡大学病院と福岡大学筑紫病院について

１ 大学全入時代を迎えて

少子化の進行により本年４月の大学入学志願者から全入時代に入るといわれている。

受験生をめぐる大学間の競争は熾烈で私立大学間においても二極化の傾向がみられ、そ

の結果定員割れ大学も続出している。また、政府の補助金政策でも定員割れや入学者減

の大学に対しては支給減額の方向を打ち出している。このような大学を取り巻く環境が

ますます厳しくなる中にあって、福岡大学においても大学改革の取り組みを全学的に、

また、組織一丸となって推進すべき時期に来ているのではないか。教育内容の高度化を

図るとともに、業務運営の効率化・合理化によって大学組織自体をスリム化し強い体質

に変えてゆくことが喫緊の課題と思われる。

２ 内部監査の活用について

内部監査制度が導入されて１年を経過したがこの間内部監査室は積極的な活動を行

っており評価できるところである。監査で指摘された業務改善項目は当該部門において

前向きに捉え見直しを行うとともに業務運営の効率化・合理化に繋げてもらいたい。ま

た、他の部門においても内部監査室の行う諸報告や指導に沿って自己監査・改善を図っ

てもらいたい。このためには、所属長の内部監査に対する認識と理解が何といっても肝

要と思われる。

３ 入学志願者と就職率について

（１）入学志願者の推移（含む 大学院）

入 学 年 度 １５年度 １６年度 １７年度 １８年度 １９年度

入学志願者 ４３,２４８人 ４３,１２２人 ４１,６３１人 ３９,１４８人 ４１,５１８人

指 数 １００ １００ ９６ ９１ ９６

（ピークは平成２年度の６０，７５７人で、これを１００とすると１９年度の指数は６８となる）
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（２）就職率の推移 （各年度末現在）

１４年度 １５年度 １６年度 １７年度 １８年度

男 子 ８２．９％ ８５．２％ ９２．１％ ９１．４％ ９２．５％ 
女 子 ７８．５％ ８２．６％ ８６．３％ ８９．７％ ９２．０％ 
全 体 ８１．１％ ８４．１％ ８９．８％ ９０．７％ ９２．３％ 
指 数 １００ １０４ １１１ １１２ １１４

（注）文部科学省・厚生労働省調査の大学生就職内定率（各年度２月１日現在）

平成１７年度 平成１８年度 対前年比

男子 ８７．３％ ８８．５％ １．２％ 
女子 ８４．０％ ８６．８％ ２．８％ 
全体 ８５．８％ ８７．７％ １．９％ 
地域別就職内定状況

北海道東北地区 ８３．６％ 近 畿 地区 ８７．６％ 
関 東 地区 ９１．９％ 中国四国地区 ８０．８％ 
中 部 地区 ８８．７％ 九 州 地区 ８２．２％ 

入学志願者数は、理系の減少傾向は変わらないものの、新設の人文学部教育・臨床心理

学科と医学部看護学科の寄与もあって前年度の減少をほぼカバー出来たが、依然として厳

しい状況が続いていることに変わりはない。少子化の引き続いての進行は確実で、志願者

獲得競争は激しさを増していくことになる。「魅力ある福岡大学」をつくるため全学挙げて

の努力をお願いしたい。

就職率は景気の回復により高い水準となっているが、それでも全国的に見れば九州地区

は相対的に低い。キャリアガイダンスを一層充実させるなど、入学初年度から学生に対す

る多角的な就職指導の強化をお願いしたい。

４ 財政状況について

（１）学校法人福岡大学の財政状況を示す主要項目の実績推移 （単位 億円）

１４年度 １５年度 １６年度 １７年度 １８年度

帰属収入 ５８２ ５９８ ６０２ ６１０ ６１１

消費支出 ５２８ ５２６ ５３２ ５６８ ５６０

帰属収支 ５４ ７２ ７０ ４２ ５１

純資産残高 １，４５２ １，５２５ １，５９５ １，６３７ １，６８９

基本金残高 １，４１４ １，４６３ １，５４４ １，６１７ １，７１７

（帰属収支＝帰属収入－消費支出）

（２）人件費比率について

財務比率の中で人件費比率は全国平均より高く、このところ更に上昇傾向にあるのは

要注意である。

⊕
⊕
⊕
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（３）資産運用状況について

１４年度 １５年度 １６年度 １７年度 １８年度

運用資金 ８２６億円 ８８５億円 ９４２億円 ９８６億円 １，０１３億円

運用収入 ４．５億円 ７．３億円 １４．３億円 １４．８億円 １４．８億円

平均利率 ０．５４％ ０．８２％ １．５２％ １．５０％ １．４６％

以上のとおり学校法人福岡大学の財政状況は総体として健全な状況にあると判断さ

れ、また、外部格付けについても有力格付け機関 R&Iから「ＡＡ－」の優良な格付け
を取得し、評価されている。ただ、厳しい今後の経営環境を考え、また、中長期施設

整備計画に示されている事業の遂行等を勘案すると決して楽観は許されず、更なる充

実をお願いしたい。また、資産運用についてもリスクの分析を十分に行い健全性を維

持していただきたい。

５ 福岡大学病院と福岡大学筑紫病院について

（１）帰属収入の推移

１４年度 １５年度 １６年度 １７年度 １８年度

福岡大学病院 １８７億円 １９１億円 １９３億円 １９７億円 １９７億円

同筑紫病院 ６７億円 ７１億円 ７２億円 ７６億円 ７４億円

（２）消費支出比率の推移(帰属収入に占める消費支出の割合) （単位 ％）

１４年度 １５年度 １６年度 １７年度 １８年度

福岡大学病院 １０３．１ ９８．２ ９５．６ ９９．５ １００．２ 
同筑紫病院 ９６．９ ９６．４ ９４．４ ９５．８ １００．９ 

両病院とも帰属収入は診療報酬のマイナス改定等の要因で伸び悩んでいることや消

費支出比率がここ２年上昇していることは注意を要するところであるが、一方医療面で

は、福岡大学病院は高度な肺移植手術を行うなど高い医療技術を証明しているし、また、

筑紫病院は日本の大学病院で始めて地域医療支援病院として認定されるなど医療体制

の充実を図っており高く評価されている。ただ、これからの病院を巡る経営環境は、厳

しいものと予想され、また、両病院とも大型設備投資を計画していることから、出来る

限り医療未収入金の回収に努めるなど一段の経営努力が必要と思われる。

以 上


